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導入事例に記載された情報は初回掲載時のものであり、閲覧・提供される時点では変更されている可能性があることをご了承ください。 
導入事例は情報提供のみを目的としています。当社は、明示的または暗示的を問わず、本内容にいかなる保証もいたしません。  

導入の経緯 
ＦＦＲＩセキュリティの技術力に注目 

  

 

導入の効果 
マルウェア判定の明確さとわかり易い判定理由、解析環境の自由度の高さ 

 「yarai analyzerを導入するにあたって、評価したポイントとしては、マ

ルウェア判定の明確さと、その判定の理由を具体的にレポートに表示し
てくれることでした。 

 

 純国産製品であることから、検体の挙動などの解析結果が日本語で
わかり易く表現されており、外資系ベンダーの製品と比較して、言葉の
解釈上の誤解が発生するリスクも少ない点が最も大きなポイントでした。 

 

 また、解析環境を自由にカスタマイズできることもポイントの一つです。
マニュアルに従って環境を構築することで、自分の好きなように解析環
境をセットアップできるため、環境依存の問題からも解放されました。マ
ニュアルもわかり易く、解析環境の構築にあたってサポートに問い合わ
せる必要もありませんでした。」（田中氏） 

 「我々のミッションの一つとして、製品やその技術の目利きといったものもあり、良い製品があれば検証して、
自社のインフラを強化したり、お客様に提供するサービスにも取り込むことを提案することが求められていま
すが、ＦＦＲＩセキュリティの技術力やセキュリティリサーチ能力には、会社設立当時から注目しており、ＦＦＲＩ
セキュリティの動向は常にウォッチしていました。 

 

そんな中で、サイバーセキュリティの実態把握のために、手軽に検体解析を実施できるyarai analyzerは、
我々がまさに必要とする製品でした。」（畑田氏） 

今後の展望 
システム間連携による自社サービスへの展開を検討 

 「現時点では、サイバーセキュリティにおける
マルウェアの動向把握の一環として、yarai 

analyzerを利用していますが、最終的にはサイ

バー攻撃を防御・回避するために自社サービス
に取り込むといったことを検討していきたいと考
えています。そのためにも、システム間連携の
し易いインタフェースを我々からも要望すること
で、より良いパートナーとなれればと思っていま
す。」（田中氏） 
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製品・サービスについてのお問い合わせは 

株式会社ＦＦＲＩセキュリティ 
〒100-0005 
東京都千代田区丸の内3-3-1 新東京ビル2階 
TEL : 03-6277-1811   E-mail : sales@ffri.jp 
 

本製品に関する情報はインターネットでもご覧いただけます。 

https://www.ffri.jp/ 
■このパンフレットの内容は改良のために予告無しに仕様 デザインを変更することが 
  ありますのでご了承ください。 


